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○ 主要来訪者一覧／Foreign Visitors to NISTEP
・6/4〜9/3 Dr. Samuel Kataoka Coleman
（米国オレゴン大学助教授）
○ 海外出張報告
欧 州 出 張 報 告
第１研究グループ総括主任研究官 後 藤 晃
筆者は、６月３、４、５日にストックホルムで開かれた国際シュムペーター学会の第６回大
会に参加した。以下ではその概要を報告する。
国際シュムペーター学会は、ケインズとならんで近代的な経済学の確立に中心的な役
割をはたし、とりわけ経済の動態的発展の研究に貢献し、イノベーションという概念を初
めて導入したシュムペーターの名前を冠した国際的な学会であり、技術進歩、イノベー
ションを研究する世界の学者がそのメンバーとなっている。その学会誌JOURNAL OF
EVOLUTIONARY ECONOMICSは、この分野の代表的な雑誌となっている。 
今回の大会のテーマは、「参入、競争と経済成長：企業、イノベーター、起業家と市場競
争」であり、１００をこえる論文が発表された。なかでは、二つのタイプの研究が注目さ
れた。第一は、産業の生成から熟成までのプロセスについてのシミュレーションによる
研究である。このタイプの研究はかつてNELSONとWINTERが行ったが、その後、それ
ほど注目されなかった。それが、最近、進化論的産業・技術発展のプロセスを研究する
方法として再び関心をあつめている。今大会では、その関心のリバイバルのきっかけの
ひとつともなった論文をかいたKLEPPERが新しい論文を発表したほか、上述した、最初
にこの方法をおおきく取り上げたNELSONとWINTERも、NEW GENERATIONのシミュ
レーション分析を発表した。このようなアプローチにより、市場構造の時間を通じた変化
に技術、新企業の参入などがどのような役割を果たしているかということを理解するの
には役立つものの、このアプローチによってどのような事柄の解明に役立つのかという
ことについては、さらなる検討が必要であるようにおもわれた。 
第二は、産業のイノベーションにおける大学の役割についての研究である。このテーマ
については、かなりの数の論文がヨーロッパ、米国の学者によって報告され、この問題
にたいする幅広い関心が存在することが知られた。報告された論文のおおくは、産業の
イノベーションと大学の存在の関係についての計量的な研究であったが、なかでは、バ
イオ企業と大学の関係について計量的、かつ実体的に検討したAUDRETCHやACSの
研究が興味深かった。わが国でも基礎研究の振興が重要な政策課題として論議されて
おり、基礎研究の主要な担い手である大学のイノベーションにおける役割について一
層の研究が必要であると感じた。 
なお、私は、本学会の理事であり、学会の前日にひらかれた理事会にも出席したが、次
次期の会長にイギリスのメトカーフ教授（マンチェスター大学）をえらんだ。（次期会長は
ウィーン大学のミューラー教授）。また、任期満了となった後藤の後任の日本からの理
事に馬場靖憲氏（東大）を推薦し受理された。
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